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バリュー・コンピテンシー
ＶＥリーダーのためのスキルアップ情報誌

最近よく使われるようになった「コンピテンシー」という言葉は、一般に「能力」
と訳されることが多いのですが、単なる知識や技術、才能のことではありません。
その人が持つ潜在的な能力ではなく、実際に成果を生み出すことができる発揮能力
のことです。
つまり、単に「知っている」とか「やったことがある」、「成功したことがある」と
いうことを表すのではなく、継続的に成果を生み出すことができる行動特性を表し
た実践的な能力のことです。
バリュー・コンピテンシー（Value Competency）とは、ＶＥをコアスキルとして
新たな価値を創造することができる実践的かつ統合的な能力を表します。

劇的な環境の変化によって、従来のビジネスモデルが通用しなくなった今日、過去
の成功パターンにとらわれない新たな顧客価値を創造していくことがますます重要
になっています。今、企業が求める人材は、環境変化に迅速に対応して新たな価値
を創造できる人材、すなわち「価値創造型人材」です。

ここにお届けする小冊子「バリュー・コンピテンシー」は、社会で活躍されるバリ
ュー・クリエイターたちのコンピテンシーをさぐるとともに、「価値創造型人材」
をめざすＶＥリーダーの方々の総合的なスキルアップとキャリア形成を支援するた
めの情報誌です。

卓越した価値を創造する技術としてのＶＥ（Value Engineering）を学ばれたＶＥ
リーダーの方々が、ＶＥをコアスキルとして、ビジネスパーソンに必要とされるコ
ンセプチュアルスキルやヒューマンスキルなどを兼ね備え、それらのスキルを自律
的、統合的かつ継続的に発揮できるように自らを磨き、高めていく、そのための情
報やヒントを、この小冊子から得ていただければ幸甚です。
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物
体
内
部
の
欠
陥
を
映
像
で
可
視
化

す
る
レ
ー
ザ
ー
超
音
波
可
視
化
検
査
装

置
と
、
誰
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
小

型
・
軽
量
の
Ｘ
線
検
査
装
置
。
世
界
初

の
革
新
的
な
「
非
破
壊
検
査
装
置
」
を

開
発
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
迫
る
。
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【
１
】社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

中
国
の
大
学
を
卒
業
後
、
１
９
９
３

年
に
来
日
し
、
筑
波
大
学
大
学
院
、
通

信
総
合
研
究
所
を
経
て
産
業
技
術
総
合

研
究
所
（
産
総
研
）
に
入
り
、
セ
ン
サ

ー
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
の
可
視
化
、

Ｘ
線
や
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
非
接
触
・

非
破
壊
検
査
の
研
究
に
従
事
し
た
。

　

や
が
て
、「
研
究
成
果
を
活
用
し
た

安
心
・
安
全
技
術
で
社
会
に
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
05
年
７
月
に
起

業
、
２
年
後
に
「
産
総
研
技
術
移
転
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
認
定
を
取
得
し
た
。
現
在

は
研
究
開
発
と
と
も
に
、
国
内
外
の
営

業
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
も

注
力
。「
お
客
様
の
信
用
が
命
」「
や
る

と
決
め
た
ら
や
り
抜
く
」
を
信
条
に
経

営
を
行
っ
て
い
る
。

【
２
】市
場
の
選
択

　

産
業
の
高
度
化
に
よ
り
、
自
動
車
、

航
空
機
、
発
電
プ
ラ
ン
卜
、
医
療
な
ど

様
々
な
分
野
で
「
安
心
・
安
全
」
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
応
え
る
べ
く
、
世
界
で
唯
一
の
技
術

を
ベ
ー
ス
に
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

【
３
】構
造
変
化
へ
の
対
応

　

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
経
年
劣
化
、
製
品

の
品
質
保
証
な
ど
、
非
破
壊
検
査
の
需

要
が
世
界
的
に
高
ま
る
中
、
専
門
ス
キ

ル
を
持
た
な
い
人
で
も
容
易
か
つ
迅
速

に
検
査
が
行
え
る
独
自
装
置
を
開
発
・

提
供
し
て
い
る
。

【
４
】コ
ア
技
術

　

主
軸
は
、
レ
ー
ザ
ー
照
射
と
超
音
波

を
組
み
合
わ
せ
た
可
視
化
技
術
（
検
出

デ
ー
タ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
開
発
、
画
像

処
理
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
）。
従
来

の
非
破
壊
検
査
は
超
音
波
の
信
号
波
形

に
よ
る
解
析
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
高

度
の
専
門
性
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
物
体
内
部
を
超
音
波
が
伝
搬
す

る
様
子
を
映
像
と
し
て
可
視
化
す
る
技

術
を
開
発
し
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る

と
と
も
に
、
複
雑
な
形
状
の
物
体
も
容

易
か
つ
迅
速
な
検
査
を
可
能
と
し
た
。

　

Ｘ
線
検
査
装
置
は
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

構
造
体
の
電
界
電
子
放
出
現
象
（
冷
陰

極
方
式
）
を
利
用
す
る
こ
と
で
長
寿
命

と
省
電
力
を
実
現
。
予
熱
が
不
要
で
、

１
・
５
ボ
ル
ト
乾
電
池
１
本
で
Ｘ
線
が

発
生
す
る
と

い
う
画
期
的

な
も
の
。
ま

た
、
安
全
性

に
優
れ
る
だ

け
で
な
く
、

小
型
化
・
軽

量
化
を
図
っ

た
こ
と
で

“
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
、
容

易
に
”
Ｘ
線

検
査
が
で
き

る
。

　

と
も
に
世

界
初
の
革
新

的
な
技
術
だ

が
、
現
在
は

さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
微
細
欠
陥

の
検
出
、
小
型
化
、
可
視
化
、
無
線

化
、
ス
マ
ー
ト
化
（
自
動
化
）
な
ど
の

研
究
開
発
に
注
力
し
て
い
る
。

【
５
】外
部
情
報
収
集
と
協
力
者

　

産
総
研
と
の
共
同
研
究
や
課
題
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
補
助

金
・
助
成
金
の
活
用
、
常
陽
銀
行
な
ど

か
ら
の
支
援
を
も
と
に
、
適
用
領
域
を

拡
大
す
べ
く
、
研
究
開
発
・
営
業
な
ど

の
展
開
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

【
６
】人
材
育
成

「
つ
く
ば
か
ら
世
界
へ
！
」
を
合
言
葉

に
、
自
主
的
に
学
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す

る
人
、
交
流
が
で
き
て
楽
し
く
仕
事
が

で
き
る
人
な
ど
、
や
る
気
の
あ
る
人
材

を
採
用
し
て
い
る
。
社
内
で
は
、
発
表

と
質
疑
応
答
能
力
の
向
上
、
業
務
内
容

の
共
有
化
、
社
員
の
知
識
・
技
術
の
融

合
を
図
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
を
図
っ
て
い
る
。

《
元
気
な
中
小
企
業
の
こ
こ
に
学
ぶ
》�

つ
く
ば
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

非
破
壊
検
査
装
置
の

世
界
ト
ッ
プ
を
目
指
す
東
日
本
支
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会

会社の概要
本　社：茨城県つくば市千現 1-14-11
東京営業所：東京都中央区日本橋 1-2-10
　　　　　　東洋ビル５Ｆ
設　立：2005年７月１日
資本金：2,000万円
社　長：王波（55歳）
従業員：23名
事業内容：レーザー超音波可視化非破壊検

査装置、産業用小型Ｘ線検査装
置、個人用小型放射線検知器、
医用小型Ｘ線検査装置などの開
発・製造・販売

小型Ｘ線検査装置 レーザー超音波可視化検査装置

連　　載

〔
略　

歴
〕

王　

波

（W
ang Bo

）

つ
く
ば
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
。
中
国
で

生
ま
れ
、
１
９
９
３
年
に
筑
波
大
学
大
学

院
に
留
学
。
通
信
総
合
研
究
所
を
経
て
、

01
年
か
ら
産
業
技
術
総
合
研
究
所
で
研
究

に
従
事
。
05
年
７
月
に
同
社
を
設
立
し
、

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。14
年
「Japan 

V
enture A

w
ards

」
中
小
機
構
理
事
長

賞
受
賞
、
15
年
「
第
６
回
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
」
受
賞
。
座
右
の
銘
は
「
人
無
信

不
立
、
社
無
信
不
昌
」。


